第64話　聖帝の世
「国中に煙が見えないな」
あるとき、仁徳天皇は高山に登り、四方の国土を見ていた。
「食事を用意する炊煙が全く見えないということは、国民がみな貧しいということだろう」
「左様でございます」
「よし、今より三年間、国民の税と夫役を免除するように」
「そ、そのようなことをされたら、皇居の修繕などはいかがいかすおつもりですか？」
「構わぬ。そのままにせよ」
こうして、三年の間、民の夫役や税を免除した結果、宮殿は破損し、ことごとく雨漏りするようになった。
しかし、天皇は一切修理をせず、器で雨漏りを受け、雨漏りのしない場所に移るなどして雨漏りを避けた。
そして、三年立ったある日、国内を見渡すと…
「おぉ、炊煙がいたるところに立っておるぞ」
「今や国中が豊かになった模様でございます」
「そうか、もう税と夫役を課してもよかろう」
こうして、民は豊かになり、賦役を苦しむことはなかった。
そこで、その御世を讃えて、聖（ひじり）の帝（みかど）の御世と呼んだ。　
第65話　皇后の嫉妬
「また、あの人は他の女性にうつつを抜かして…」
仁徳天皇の皇后、イハノヒメノミコト（石之日売命）は大変嫉妬深かった。
「私という后がいるのにどうして！　本当にいまいましい」
他の妃が天皇に特別なことをいったりすると、イハノヒメはじだんだを踏んでくやしがった。
「吉備国にクロヒメ（黒日売）という女性が、容姿が整って大層美しいというもっぱらの噂になっております」
「そうか、すぐに召し上げるのだ」
大后が嫉妬するのもおかまいなく、仁徳天皇はクロヒメを召し上げた。
「今度はクロヒメとな。ええい、恨めしい！」
しかし、イハノヒメがあまりにも嫉妬するのを恐れたクロヒメは故郷の吉備国へ逃げ帰ってしまった。
「クロヒメがお立ちになってしまいました」
「何！　すぐに後を追うのだ！」
すでに、クロヒメが船に乗って難波の海に浮かんでいると伝えきいた天皇は、高殿に登り、遠くから船をながめ、歌った。
沖方（へ）には　小船連（つら）らく　くろざやの　
　　　　　　　　まさづ子我妹（わぎも）　国へ下らす
（沖のほうには、小舟が連なっているのが見える。いとしい我が妻が、故郷に下っていくことよ）
「あの人はそんな歌を歌ったのですか！　ええい、クロヒメをこのまま帰してなるものか！　すぐにクロヒメを追い、船から引きずりおろし、歩いて国に帰らせるのだ！」
天皇の歌を聞いたイハノヒメは怒りに身を震わせ、クロヒメを船から追い降ろして、陸上を歩いて追い返してしまった。
それから天皇は、クロヒメを恋しく思っていた。
「ちょっと淡路島を見に行こうと思う」
そういって天皇はイハノヒメをだまして、淡路島に行き、はるか遠くをながめて歌を歌った。
おしてるや　難波の崎よ　出で立ちて　わが国見れば
　　　　　　淡島　オノゴロシマ　アヂマサの　島も見ゆ　さけつ島見ゆ
（難波の崎から、出で立って、わが領有する国をながめると、淡島やオノゴロシマ、またアジマサの島も見える。サケツ島も見える）
そして、淡路島から島を伝ってクロヒメのいる吉備国を訪れた。
「ようこそ、おいでくださいました」
天皇が訪ねてくれたうれしさで胸いっぱいのクロヒメは、天皇を山畑のところに案内して、ごちそうした。
「今から、お吸い物に入れる青菜を摘んでまいります」
そういってクロヒメは、青菜を摘みに行こうとした。
そのクロヒメの後を追っていった天皇はこう歌を歌った。
山県に　蒔（ま）けるあをなも　吉備人と
　　　　共にしつめば　楽しくもあるか
（山畑にまいておいた青菜も、吉備のクロヒメといっしょに摘むと楽しいことだ）
「もう行ってしまうのですね…」
「…すまない」
いよいよ都に帰らなければならなくなった天皇に対してクロヒメは歌った。
倭（やまと）方（へ）に　西風（にし）吹き上げて　雲離れ
　　　　　　　　　　　　退（そ）き居りとも　我忘れめや
（大和のほうへ西風が吹き上げて、東のほうに雲が離れていくように、あなたから遠く離れていても、わたしはあなたを忘れはしません）
倭方に　往（ゆ）くは誰（た）が夫（つま）　隠（こも）りづの
　　　　下よ延へつつ　往くは誰が夫
（大和のほうへ向かっていくのは誰の夫でしょう。ひそかに心を通わせて、通って行くのは誰の夫なのでしょう）
こうして、楽しいひと時はあっという間に過ぎ去ってしまった。　
第66話　皇后の嫉妬２
「それでは行って参ります」
「あぁ、新嘗祭の酒宴で使用する、酒を盛る御綱柏を取りに行くんだったな」
「はい」
「君がいなくなるとさびしいから、早く帰って来て欲しい」
「まぁ、あなたったら。分かりました、できるだけ早く帰って参ります」
（ふふふ、本当はゆっくり行ってくれるとありがたいけど）
なんと、仁徳天皇は大后が紀伊国に行っている間に、ヤタノワキイツラメ（八谷若郎女）と結婚してしまわれた。
「ふぅ、思いのほか時間がかかってしまいましたね」
そんなことは露知らず、大后は船一杯に御綱柏を積んで都に戻ろうとしていた。
「大后様！　大変でございます！」
「どうしました。そんな大声で。はしたないですよ」
「さきほど、故郷に帰ろうとしていた人夫と出会い、その者の申すところによると、天皇は最近、ヤタノワキイツラメという女性と結婚されたとのことです」
「なんですって！」
「そして、大后様がいないのをいいことに、昼も夜も戯れ遊んでいるようでございます」
「許さない！　ええい、こんなもの海に投げ捨ててしまえ！」
　
このことを聞いた大后は大いに怒り、天皇を怨み、船に乗せてあった御綱柏を全部海に投げ捨ててしまった。
「皇居には戻りません。山代国に向かいなさい」
そういって歌を歌った。
つぎねふや　山代河を　河上り　我が上れば　河の辺に　生ひ立てる
鳥草樹（さしぶ）を　鳥草樹の木　其（し）が下に　生ひ立てる　葉広
ゆつ真椿　其が花の　照りいまし　其が葉の　広りいますは　大君ろかも
（山代河をさかのぼって私が上って行くと、川のほとりに生い立っている鳥草樹（さしぶ）よ。鳥草樹の木、その下に生い立っている葉の広い神聖な椿、その花のように照り輝いておられ、その葉のように広くゆったりとしておら　　れるのは、わが大君であるよ）
そして、山代をめぐり、奈良山の入り口について、こう歌った。
つぎねふや　山代河を　宮上り　我が上れば　あをによし　奈良を過ぎ
小楯　大和を過ぎ　我が見が欲し国は　葛城高宮　我家のあたり
（山代河を宮をめざして私がさかのぼっていくと、奈良を過ぎ、大和を過ぎて、私が見たいと思う国は、葛城高宮、私の家のあたりです）
それから皇后は実家に戻ってしまった。
皇后が実家に帰ってしまったと聞いた仁徳天皇は人を遣わし、歌を送った。
山代に　い及（し）け鳥山　い及けい及け　我が愛（は）し妻に
い及き遭はむかも
（山代で皇后に追いついておくれ、鳥山よ。追いつけ、追いつけ。私のいとし
い妻に追いついて会っておくれ）
それでも皇后が戻らないと見るや、さらに人を遣わした。
みもろの　その高城なる　大韋（ゐ）古（こ）が原　大猪（ゐ）子が
腹にある　肝向ふ　心をだにか　相思はずあらむ
（みもろ山の高い所にある大猪子が原、その名のとおり、大きな猪の腹にある肝せめて心にだけでも、私を思っていてくれないものだろうか）
さらに、歌を歌いなんとか皇后に戻ってもらおうとした。
つぎねふ　山代女（め）の　木鍬持ち　打ちし大根　根白の　
白腕（ただむき）　枕（ま）かずけばこそ　知らずとも言はめ
（山代の女が木の鋤を持って打ち耕して作った大根、その大根のように白い腕を私が枕としなかったのならば、私を知らないといってもよいだろう）
　
それでも皇后は天皇のもとには戻らなかった。
第67話　皇后の嫉妬３
ザザザザァァァァァ…
　
「どうぞ、皇后様、天皇からの歌をお受け取りください」
天皇の使者、口子が皇后の実家についたときに雨が降り始めた。
「お願いいたします！」
雨脚が強まり、豪雨になっても口子は戸口で平伏して皇后の返事を待った。
「見たくはありません」
すると、皇后は表の門から出て行ってしまった。
「なにとぞ、なにとぞ！　この歌をお聞きくださいませ！」
地を腹ばいになって進み、庭の中央にひざまづく口子。
しかし、あまりの豪雨に庭にたまった雨水が腰までつかってしまっていた。
そして、口子は赤い紐をつけた青色の服を着ていたが、庭にたまった水が赤い紐を浸し、青い服が真っ赤に染め上がってしまった。
「あぁ、兄さん、あんなに雨水に漬かってしまって…」
そういうとクチヒメ（口日売）はこう歌った。
山代の　筒木の宮に　物申す　我が兄（せ）の君は　涙ぐましも
（山代の筒木の宮で、皇后に物を申し上げようとしている私の兄君を見ていると私は涙がこぼれそうです）
「クチヒメよ、なぜ泣いているのです」
「あっ、皇后様、何でもございません」
「何でもないはずがないでしょう。どうしたのですか」
「実は、庭に控えているのは私の兄でございます」
「…そうだったのですか」
そこで、口子、口日売、およびヌリノミの三人はどうすれば皇后が天皇の元に戻るかどうかを話し合った。
「皇后様をお連れするよりも、天皇様にお越しいただくしかないだろう」
「では、お越しいただく理由を考えなければいけませんね」
「こうすればどうだろう」
「うん、それはいいな」
こうして、相談の後、クチコは天皇の元に戻り、こう報告した。
「皇后がここを出て行った訳ですが、ヌリノミの飼っている虫で、一度は這う虫になり、一度は繭になり、一度は飛ぶ鳥になり、三色に変化する不思議な虫がいます。皇后はこの虫を見に行ったに違いありません」
「そうか、そんなに不思議な虫ならば私も見に行こうと思う」
（よしっ）
こうして皇居から川をさかのぼってヌリノミの家に入り、あらかじめヌリノミから三色に変わる虫をもらった皇后のいる部屋に向かった。
「こちらにその虫がございます」
「そうか」
そういうと全てを察した天皇はこう歌った。
つぎねふ　山代女（め）の　木鍬持ち　打ちし大根　さわさわに
　　　　　汝（な）が言へせこそ　うち渡す　やがはえなす　来入り参来れ
（山代の女が、木の鍬を持って、耕して作った大根、その色つやのさわさわではないが、さわがしくあなたが言いさわがれるので、遠くに見渡されるよく茂った桑の枝のように、多くの供人を引き連れてやってきたのです）
こうして皇后は天皇の元に戻っていった。
第68話　ハヤブサワケとメドリの悲恋
「ハヤブサワケノミコ（速総別王）よ、お前が仲立ちとして、異母妹のメドリノミコ（女鳥王）を嫁にもらってきてくれぬか？」
「…かしこまりました」
あるとき仁徳天皇は、弟のハヤブサワケに異母妹であるメドリとの婚儀の使者を命じた。
「メドリよ、兄上がそなたをご所望だ。一緒に来てもらおう」
「兄上様、それはいやでございます」
「…なぜだ？」
「兄上様は、大后様の気性の激しさをなんとも思わないのですか？　ヤタノワキイツラメがどうなったのかご存知ないのですか？」
「…」
「だから、私は天皇にはお仕えしたくはありません」
「しかし…」
「私は兄上様と結婚しとうございます」
「！？」
「ダメでしょうか…」
「…わかった。お前を幸せにすることを誓おう」
こうして、ハヤブサワケは天皇のもとに復命せず、メドリと結婚した。
「ハヤブサワケはどうしたのだ？　まだ戻らぬのか？」
使いに出したハヤブサワケが一向に帰ってこないので、しびれをきらした仁徳天皇は自らメドリの元に赴いた。
そのときメドリは機（はた）に腰をかけ、衣服を織っていた。
「今、あなたが織っているのは誰の衣服なのでしょう」
「いとしいハヤブサワケのです」
（…そうであったのか）
仁徳天皇はメドリの気持ちが分かったで、そのまま宮中に帰った。
「天皇はお帰りになりました」
「…そうか」
「どうしたのですか、あなた？」
「本当にこれでよかったのだろうか」
天皇の命令を無視してしまったハヤブサワケは少し後悔の念が残っていた。
「何を悩んでいるのですか。あなたは皇位も狙えるお立場のはず。いっそのこと天皇を殺して、あなたが王位につかれたらいいのではないですか」
「なんということをいうのだ!?　このことが天皇の耳に入ったらわしらはきっと殺されるぞ」
「ひばりは空を翔けあがります。あなたもそのように空を翔けあがるハヤブサの名をもった男です。あのサザキの名を持つオホサザキノミコト（仁徳天皇）を取り殺してしまうのです」
「…分かった」
こうして天皇を殺す計画をたてた二人であったが、その企みはすぐに露見し、怒った天皇は軍勢を二人のもとに派遣した。
「メドリよ、すぐに逃げるのだ」
危険を察知したハヤブサワケはすぐさまメドリとともに倉椅山（くらはしやま）に登った。
ハァハァハァ
「さぁ、この手につかまって」
「はい、あなた」
あたりは険しく、岩ばかりでつかむところがない中、ハヤブサワケはやさしく妻の手を引いて山を登っていた。
フゥフゥフゥ
「メドリよ、大丈夫か？」
「はい、大丈夫です」
「ふぅ、険しい山ではあるが、お前と一緒だと思うと険しいとは感じないものだな」
「…あなた」
「いたぞ！　あっちだ！」
しかし、ついに天皇の追っ手に見つかってしまった。
「最早これまで。頼りない夫ですまなかったね」
「いえ、私にとっては最高の夫でした」
こうして、二人は宇陀の曾爾（そに）という場所で殺されてしまった。
第69話　ハヤブサワケとメドリの悲恋２
「こちらでございます」
「ふん、バカな男だ」
天皇より追討将軍に任命されたヤマベノオホタテノムラジ（山辺大楯連）は、二人が殺された場所にむかった。
　
「天皇に歯向かうからこんなことになるのだ」
殺された二人はしっかりと手を握っていた。
「死後の世界も結ばれようとしてか。全くこんな男が主君だったとはな！」
元主人に対して何の感慨も持たないヤマベノオオタテはメドリノミコの手に注目した。
「おや？　メドリノミコの手に光るのは？」
それは玉で作った見事な腕輪だった。
「これはすごい！　さすが皇族の装身具だ」
そういうと誰も見ていないことをいいことに、メドリノミコの死体から腕輪を抜き取った。
「妻へのいい土産ができたな」
それから月日が流れ、あるとき宮中で酒宴が開かれることになり、各氏族の女たちがみな参内した。
「それでは行って参ります」
「あぁ、大后様によろしくな」
　
このときヤマベノオオタテの妻は、夫からもらった玉の腕輪を巻いてでかけた。
「今日は皆よく来てくれた。いつも家のことをよくおさめてくれているそなたたちの労をねぎらいたいと思います」
そういうと皇后のイハノヒメは自ら大御酒（おおみき）を盛った杯の柏の葉を取り、各氏族の女たちに与えた。
（おや？　あの玉の腕輪は？）
メドリノミコの腕輪を知っている皇后は、オホタテノムラジの妻がその腕輪をしているのを怪訝に思った。
「あなたにはこの柏はあげることはできません。すぐに退席するように」
なぜ、皇后が自分に退席を命じたのか事情が分からずにとまどうオホタテノムラジの妻を尻目に、皇后はすぐさまその夫、オホタテノムラジを呼び出した。
「オホタテノムラジ、ただ今参りました」
「…」
「？？？」
皇后が何の理由で自分を呼んだか分からないオホタテノムラジは、黙って立っている皇后に恐れを抱いた。
（…まさか!?）
「メドリノミコたちは天皇に対して不敬の念を持ったから退けられた。それは疑うまでもない」
「！？」
突然、皇后の口からメドリノミコの名が出たので、言葉が出ないオホタテノムラジ。
「しかし、お前は自分の主君の手に巻いてあった玉の腕輪を、まだ肌にぬくもりがあるうちにはぎ取ってきて、それを妻に与えるとはどういうことです！」
（なぜ、ばれたのだ！？）
「その罪を許すことはできません。この者をすぐに死刑にいたしなさい」
こうして、オホタテノムラジは死をもってその罪をつぐなうことになった。
　
第70話　スミノエノナカツミコの反逆
「はははははっ」
「今日は新嘗祭だ。皆も大いに飲むがいい」
履中天皇が難波宮にいるときに、新嘗祭をし、酒宴を開いていた。
「ふぅ、少し飲みすぎたな。ちょっと休むとしよう」
……ｚｚｚｚｚ
「天皇は寝たか？」
「はい、今眠そうな顔をして奥に入られました」
「よし、今しかないな。手はずは整っているか？」
「すでに用意できております」
「これで今日から俺が天皇だ」
彼の名はスミノエノナカツミコ（墨江中王）。
履中天皇の弟である。
パチパチパチパチ…
「なんだか、焦げ臭いな…」
いち早く御殿の異変に気付いたアチノアタイ（阿知値）は、辺りを見渡す。
「あっ！　火が！　これはいけない早く天皇を逃がさないと」
しかし、天皇は完全に酔いつぶれ意識を失っていた。
　
「こうなったら、仕方ない。このまま馬にお乗せしてお連れするしかない」
こうして、意識を失ってままの天皇を馬に乗せ、大和国まで無事逃げおおせた。
「う、ううん」
「お目覚めになられましたか？」
「ふぁぁぁぁ、うん？　お前はアチノアタイではないか。おや？　ここはどこだ？　わしは御殿で酒を飲んで休んでいたはずだが？」
「ここは河内の丹比野でございます。御殿は弟君、スミノエノナカツミコが火をつけ燃やしてしまいました」
「何だと」
「そこで、眠っていらっしゃった天皇をここまでお連れしたというわけでございます」
「…そうか」
「申し訳ございませんが、今宵は野営させていただきます」
「ふぅ、丹比野に来るのがわかっていたら、風除けにたてる薦（こも）でももってくるのだったな…」
「急のことゆえ気がつかず申し訳ございません」
「いや、いい。よくぞ救い出してくれた」
さらに歩みを進め、河内の埴生坂に着いたときに難波宮が遠くに見えた。
「まだ、白煙を上げているな。あぁ、妻や家族の者は大丈夫だろうか？」
　
「すぐに確認に行かせたいと思います」
「うむ、頼む」
大坂の山口に着いたときに一人の少女に出会った。
「今からこの山を越えようとされていますか？」
「あぁ、この山を越えれば大和へはすぐだからな」
「それはなりません。この山には武器をもった人がたくさんいました」
「では、どうしたらいいのだ？」
「当芸麻道（たぎまじ）を行かれる方がよろしいかと思います」
　
「それでは遠回りになってしまうが、仕方ない」
こうして、履中天皇は大和に戻り、石上神宮に居を構えた。
第71話　スミノエノナカツミコの死
「弟君、ミヅハワケノミコト（水歯別命）が参り、お会いしたいと申しておりますが…」
「ならん、あ奴もスミノエノナカツミコと同じ心かもしれん。会わんと伝えろ」
「かしこまりました」
天皇の言葉を伝える家臣。
「そうか、兄上はそのようなことを申していたか。無理はない。しかし、私にはそのような謀反の気持ちはありません。スミノエノナカツミコとは違うともう一度お伝え願えないか」
「かしこまりました」
再び、ミヅハワケの言葉を伝える家臣。
「それならば、今から難波に向かいスミノエナカツミコを殺すのだ。そうしたら会おうと伝えよ」
こうして、天皇の命に従いスミノエナカツミコを征伐に行くミヅハワケ。
　
「さて、どうしたらいいものか？」
難波にいるスミノエナカツミコには軍勢が多い。
どうすればうまく征伐できるのか？
「そうだ！　この手ならうまくいくだろう。すぐにスミノエナカツミコの近習、ソバカリ（曾婆加里）と連絡を取れ」
「かしこまりました」
難波に密かに使者を送り、ソバカリを呼び寄せることに無事成功したミヅハワケは、さっそくソバカリにある企てを相談した。
「もし、お前が私の言葉に従えば私は天皇になれ、お前は大臣になることができ、ともに天下を支配することができるのだが…」
「そ、それは本当でございますか？」
（ふん、食いついてきたな）
「あぁ、本当だ」
「お、仰せの通りにいたします」
「ならば、まずはこれらの品を受け取るがよい。ほんの気持ちだ」
「おぉ、このような見事な品々をいただけるとは！」
（よし、大丈夫だな）
「ならば、申し付ける。お前の主君、スミノエナカツミコを殺すのだ」
「…分かり申した」
こうして、ミヅハワケの命を受けたソバカリは、大臣にという破格の待遇に心踊り密かに難波に戻り、何食わぬ顔でスミノエナカツミコの前に姿を現した。
「ソバカリ、お前どこに行っていたのだ？」
「申し訳ございません。両親が病気になったと聞いたので、急ぎ家に戻っておりました」
「そうか、で、大丈夫だったのか？」
「お陰さまで大事にはいたりませんでした」
「それはよかったな」
（ふふふ、いい気なものだな）
そうこうするうちにスミノエナカツミコは厠に行こうとしているのが目に入った。
（今がチャンスだ！）
ミコが厠に入る前に先回りしたソバカリは、矛を持ってミコを待ち構えていた。
ズシャッ
「な、なぜだ…」
突然刺されたミコは何が起こったのかすぐには理解できなかった。
「悪く思うなよ。お前の下では大臣なんて絶対なれっこないからな」
「き、貴様…」
「これで俺も大臣だ！」
こうして、スミノエナカツミコは部下に殺されてしまった。
第72話　ミヅハワケの策謀
「スミノエナカツミコを殺して参りました」
「うむ、でかした」
「これで私は大臣になれるのですね」
「あぁ、もちろんだ」
ソバカリのお陰でスミノエナカツミコを殺すことができたミヅハワケだったが、その表情は暗かった。
「ソバカリは私のために大きな仕事をしてくれたが、自分の主君を殺してしまった。これは許されないことだ」
　
ソバカリを引き連れヤマトに向かっていたミヅハワケは大坂の山の入り口で悩んでいた。
「とはいえ、その功績に報わないのは信義に反するだろう。約束を守らなければソバカリの怒りが恐ろしい」
天皇に会う前にこの問題を解決しなければならない。
しばし悩んだ後、ある結論に達した。
「そうだ、その功績に応え、ソバカリを大臣にしてやろう。そして、そのすぐ後に殺してしまえばいい。そうすれば約束は果たしたことになる」
こうして、ソバカリを殺すことを決断したミヅハワケは、ソバカリを呼んだ。
「お呼びでしょうか？」
「うむ、こたびのそなたの功績に早く応えるため、今日はここ大坂に留まり、まずそなたに大臣の位を与え、その後ヤマトに向かおう」
「ほ、本当ですか！　ありがとうございます！」
こうして、すぐに仮宮を造り、急遽酒宴を催した。
「今日からこのソバカリを大臣に任命する」
「ははっ、このソバカリ大臣の名に恥じぬ仕事をいたします」
（これで今日から俺も大臣だ。願いがかなったぞ！）
百官に大臣に対する拝礼をしてもらいすっかり満足しているソバカリ。
（これで約束は果たした）
「ソバカリよ、今日は大臣であるそなたと同じ酒を飲もうではないか。これ大椀を持て」
さっそく大きな椀が運ばれた。
それは顔を隠すほどの大きな椀だった。
「まずは私からいただこう」
そういうとミヅハワケは自ら大きな椀の酒を飲み干した。
「では、大臣どうぞ」
「ありがとうございます」
ソバカリが酒を飲もうとすると、椀が顔をすっぽりおおい、周りが全く見えなくなった。
（よし、いまだっ！）
ソバカリが見えないことを確認したミヅハワケは、席の下に隠していた剣を取り出した。
バシュッ
一太刀でソバカリの首をはねて殺してしまった。
「ふぅ、仕方ないこととはいえこの身がケガレてしまったな。ミソギをしてからヤマトに向かおう」
ミソギをすませた後、ミヅハワケは天皇のいる石上神宮に向かい、天皇に会うことができた。
「無事、スミノエナカツミコを征伐し、平定して参りました」
「うむ、ご苦労」
こうして、天皇とミヅハワケはお互いこれからのことを語り合った。
天皇を救ったアチノアタイには蔵官に任命し、土地を与えた。
第73話　禁断の愛～カルノミコの嫌疑～
「もうお前を放さない」
「…もう終わりにしましょう。お兄様は天皇になられるお方。このような人の道に外れた行為は決して許されません」
「何をいうか。私は本当にお前を愛しているのだぞ」
「…その想いは私も同じです。私もお兄様を心より愛しています。しかし…」
「もう何もいうな。私はお前と一緒になれるのだったら天皇の地位など捨てても構わない」
「…お兄様」
允恭天皇の皇太子、カルノヒツギノミコ（軽太子）は皇太子の地位にありながらも、その同母妹であるカルノオホイツラメ（軽大郎女）を愛し、密通していた。
「申し上げます！」
「何だ、後にしろ」
「允恭天皇が崩御なさいました」
「何！　父上が！　すぐに参る」
「お兄様！」
「しっ！　お前はすぐに部屋に戻るがいい。私はこのまま朝廷に行かねばなるまい」
允恭天皇が崩御し、官吏たちはすでに朝廷に集まっていた。
「おい、聞いたか？　皇太子であるカルノミコは実の妹と密通しているらしいぞ」
「何!?　それは本当か？」
「あぁ、俺の妹がカルノオホイツラメ様にお仕えしているのだが、カルノオホイツラメ様がカルノミコ様の寝室に行かれるのを見たと申すのだ」
「まさか、実の兄と妹で…」
「わしもその話を聞いたときは耳を疑ったぞ」
「カルノミコ様は皇太子だぞ。それがこのような人の道に外れるようなことを…」
「允恭天皇が崩御された今、カルノミコ様が次の天皇になる訳だが…」
「…本当にそれでいいのだろうか？」
「あぁ、允恭天皇のもう一人のお子様であるアナホノミコ様（穴穂御子）が天皇の位を継いだほうがいいのではないか…」
「おい、カルノミコ様がこられたぞ」
朝廷に急ぎやってきたカルノミコは、官吏たちの様子がおかしいことにすぐに気付いた。
今まで皇太子であった自分に対する敬意が失われて、目を合わせてもそらすものが大勢いた。
　
（なぜ、官吏たちは皇太子である私によそよそしい態度を取るのだ？）
そこへ、アナホノミコがやってきた。
すると、官吏たちはみなアナホノミコに対して皇太子としての礼をした。
　
（もしや、カルノオホイツラメとのことがばれたのか!?）
　
自分に対する態度とアナホノミコに対する態度からことが露見したことをさとったカルノミコは慌てた。
（このままでは、私の身が危ない！）
そう思ったカルノミコはすぐに朝廷から逃げ出し、オホマヘヲマヘノスクネノオオオミ（大前小前宿禰の大臣）の家に逃げ込んだ。
そして、アナホノノミコはすぐさま軍勢を率い、オホマヘヲマヘの家を囲んだ。
第74話　禁断の愛２～許されぬ恋の結末～
ポッポッポッポッ
アナホノミコがオホマヘヲマエの門前にやってきたときに激しい氷雨（ひさめ）が降って来た。
（このまま一気に攻め込むか？）
「アナホノミコ様、オホマヘヲマヘが舞を舞いながらこちらにやってきております」
「うむ、警戒を怠るな」
今後の方針を決めていたアナホノミコの前にオホマヘヲマヘが手を挙げ、膝を打ち、舞を舞いながらやってきた。
「天皇であらせられる皇子に申し上げます」
「何だ」
「カルノミコはあなたの同母兄。その同母兄に対して兵を差し向けないでください」
「それはできない」
「もし、兵を遣わすことが世間に知れればきっと笑われることでしょう」
「ではどうすればいいのだ」
「私がカルノミコを捕らえお引渡しいたします」
「うむ、頼んだぞ」
そこで、アナホノミコは兵の囲みを解いて後方に下がった。
そして、オホマヘヲマヘはカルノミコを捕らえ、アナホノミコに差し出した。
「あれは…」
オホマヘヲマヘに捕らえられてアナホノミコの前に連れ出されるカルノミコの目に涙を流すカルノオオイツラメの姿が写った。
そんなカルノオオイツラメのそばに駆け寄りそっと小声でささやいた。
「軽の少女よ、お前がそんなに泣いたら私との仲を他の者が知ってしまうだろう？　だから鳩のように忍び泣いておくれ」
その言葉を聞いたカルノオオイツラメは小さくうなずきカルノミコの顔を見つめ泣くのをやめた。
　
捕らえられたカルノミコは伊予の湯（道後温泉）に流された。
「カルノミコ様からこの手紙を託されました」
「お兄様から？」
その手紙には、鶴を使者にするから私の名を言って、私のことを尋ねてくれと書いてあり、必ず戻ってくるからそれまでは私のいた畳は決して汚さないように、身を慎むようにと書いてあった。
　「…お兄様」
その手紙を読んだカルノオオイツラメはすぐさま返事を書き、その日から空を眺めることが多くなった。
「妹様からの便りでございます」
「そうか！　すぐに寄こせ」
その手紙には戻ってくる際に白浜の貝殻に足を傷つけないようにお気をつけてくださいと書いてあり、愛する兄に会えない寂しさが書かれていた。
「…我が妻よ。愛しき君よ」
引き離されて想いが募るのはカルノミコだけではなく、カルノオオイツラメも同じであった。
「…もう待つのは嫌。今すぐ会いに行きたい」
離れ離れになって月日が流れ、もう耐えられなくなったカルノオオイツラメはついに伊予にいるカルノミコに会いに行くことにした。
その知らせを聞いたカルノミコは大いに喜んだ。
「おい、すぐに山の峰に大きな旗を立てるのだ。小さな峰にも旗を立てるのだ。妹がすぐに私のいる場所が分かるように！」
松山に流されてから寝ても覚めても妻である妹のことを想っていたカルノミコ。
カルノオオイツラメが松山の海岸に降り立つとすぐに抱きしめ放さなかった。
「いとしき妻よ。お前さえいたら私はもう何もいらない」
「…お兄様、私もです」
「妹よ、わが妻よ」
「…あなた」
現世では許されない二人の恋。
いつまでも抱き合う二人。
そして、カルノミコがカルノオオイツラメを見つめる。
うなずくカルノオオイツラメ。
　
来世を約束しあった二人はそのまま海に入り帰らぬ人となった。
